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研究実績 
 

火山周辺では，各種の地球物理観測を実施するための社会基盤（電力，通信，インター

ネット）の整備が遅れ，既存の観測装置を利用するだけでは必ずしも十分な観測体制が取

れない．これを解決するためには，火山の研究では不可欠の多項目の地球物理観測を容易

に実現するシステムの開発や，通信事情の悪い火山に地域で効率的かつ高信頼度の通信シ

ステムの開発が必要である．この特定共同利用研究では，火山観測を念頭において，容易

に多項目観測を実現するための観測装置，高信頼度でかつ効率的な通信システムの開発を，

日常的に火山観測を行っている研究者が意見交換により仕様を策定して，製造業者による

機器の開発につなげた． 

多項目観測を容易に実現するためには，観測装置に標準のインターフェイスを用いて，

色々な観測機器が自由に接続できる環境を構築することが有用である．例えば，これまで

ひとつの火山観測点で，地震観測，地殻変動観測，地球電磁気観測を実施する場合，それ

ぞれの観測項目に対応した記録装置やデータ伝送装置を設置してきた．このような装置で

は，それぞれの観測項目の装置が時刻校正用の GPS 受信機や通信装置を持ち，消費電力や

装置の保守の点で効率的と言えなかった．ここで，標準インターフェイスを導入し，共通

の GPS 受信機と共通のデータ伝送装置を利用することで，消費電力の小さな効率的なシス

テムが構築できる．昨年度までの実績を踏まえ，観測装置にフィールド・バスを導入する

システムを考案し，そのプロトタイプ機器を製造してその性能を評価した．この評価試験

を元に，文部科学省委託研究「首都直下地震防災・減災特別プロジェクト」で整備される

首都圏中感度地震観測網（Meso-net）の地震観測および環境（温度・気圧）計測システム
にフィールド・バスを用いた観測装置を開発した．この装置の開発により，標準のフィー

ルド・バスを用いた観測装置の応用の広さが示せ，今後の発展性に対する評価ができた． 
データ伝送に関しては，火山地域で特定省電力無線 LANを利用してデータを伝送するこ

とが多くなってきた．研究観測ではデータの即時性よりも確実な伝送を行うことが重要で

あるが，これまでのシステムでは，無線 LAN の不安定さからデータの欠落が大きく，研究

に利用するデータとして問題が少なくなかった．このような問題を解決するために，効率

的かつ確実にデータを伝送する手順を用いたシステム（ACT システム）を開発し，それを実

用化した．これは首都圏中感度地震観測網（Meso-net）で実用化され，保守効率の良い安
定したシステムとして利用され始めた． 
上記のように，火山観測の困難さを克服する観測システムと通信手順を開発し，火山観

測ではないが，火山観測に類似した地震観測において実用化までこぎつけた．今後は，別

に機会を捉えて，火山地域での実用を行いたい． 

 


